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１ 学校施設にお

ける火災予防と

安全管理につい

て

令和 8年 6月 19日、東京都北区立滝野川第三小学校において、音
楽準備室を出火元とする火災が発生し、児童及び教職員が負傷する事

態となりました。その後の北区の発表等によれば、現場では漏電など

による失火は認められず、音楽準備室には教員が私物として持ち込ん

だ電気ストーブやサーキュレーター等があり、教員が以前から校内で

私物の衣類等を洗濯し、同準備室で干していたことが明らかになって

おります。現在も警察及び消防による出火原因等の調査が続けられて

いるところであります。学校においては、消防法や建築基準法をはじ

めとする各種法令に基づき、消防設備や建築設備等の点検が行われる

とともに、学校保健安全法に基づく安全点検や危機管理体制が整備さ

れております。しかし、今回のように、施設や設備そのものの不具合

ではなく、私物の電気器具の持込みや、本来想定されていない使用方

法など、日常の学校運営における人為的な要因によって重大な事故に

つながる可能性があることが、今回の火災によって改めて浮き彫りと

なりました。文部科学省においても、今回の火災を受け、全国の学校

及び学校設置者に対し、防火・防災に係る安全点検の実施や避難訓練、

危機管理マニュアルの点検・改訂等について、改めて徹底するよう通

知しているところであります。児童生徒が一日の多くを過ごす学校に

おいて、その安全の確保は何よりも優先されなければなりません。

そこで、本市の学校施設における火災予防及び安全管理についてお

聞きいたします。

（１） 学校施設における電気器具等の管理について

小・中学校において、教職員が私物の電気ストーブ、ヒータ

ー、サーキュレーター、電気ケトル等の電気器具を校内に持ち

込み、使用することについて、市教育委員会としてどのような

基準やルールを設けているのか。また、それらのルールを各学

校及び教職員にどのように周知し、その遵守状況をどのように

確認しているのか伺います。

（２） 準備室等を含めた日常的な安全点検について

理科室や家庭科室など、火気や電気器具を使用することが想

定される場所だけでなく、音楽準備室、教材室、倉庫、職員室

等を含め、校舎内における火災リスクを想定した安全点検を現

在どのように実施しているのか伺います。特に、私物の電気器

具や可燃物の不適切な配置、コンセントや電源タップの使用状
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況など、施設や設備の法定点検だけでは把握しにくい日常的な

リスクについて、どのように確認しているのか伺います。

（３） 今回の火災を受けた本市の対応について

今回の東京都北区の小学校火災及び文部科学省からの通知

を受け、市教育委員会として各小・中学校に対し、改めて安全

点検や注意喚起を行ったのか伺います。

（４） 火災発生時の初動対応と危機管理体制について

万が一、学校で火災が発生した場合、児童生徒の安全を確保

するためには、各学校の危機管理マニュアルや消防避難計画に

沿った対応が基本となります。一方で、今回の東京都北区の小

学校火災では、その場にいた教職員が状況を判断し行動したこ

とにより、多くの児童の安全確保につながったとされていま

す。災害や事故は、必ずしもあらかじめ想定された状況で発生

するとは限りません。そのため、日頃から様々なリスクを想定

するとともに、児童生徒の安全を最優先に、その場の状況に応

じて教職員一人ひとりが適切に判断し、行動できる力を備えて

おくことも極めて重要であると考えます。あらかじめ定められ

たマニュアルに沿った対応に加え、想定外の事態においても状

況に応じて適切に判断し、行動する力を養うため、避難訓練の

内容や実施方法を工夫するとともに、実際に発生した事故や災

害の事例を活用した教職員研修を充実させていく必要がある

と考えます。こうした「想定外」に対応するための訓練や教職

員研修について、今後どのように取り組んでいくのか、市教育

委員会の見解を伺います。


